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博物館の業務（学芸員・教員） 

１）収集・保存 

２）調査・研究 

３）展示 

４）教育普及活動 

大学博物館では 

特に「調査・研究」が主体 



特に東大総合研究博物館の研究部では、マクロ事象を扱った先端研究と 

その情報発信が強く求められる 



総合研究博物館 

・東大本郷キャンパス（本館）、小石川植物園（分館）、JPタワー（IMT）に立地 

・博物学に関するあらゆる分野が結集 

・東大は日本の昆虫学発祥の地であることから、数々の昆虫学者を排出し、古くから 

 のコレクションが現存。ただし、戦後は昆虫専門の分類学者がいなかった 

・昆虫標本の収蔵数は約60万点。佐々木忠次郎、三宅恒方などの農学部由来の標 

 本の他、箕作佳吉、渡瀬庄三郎、加藤正世、五十嵐邁、朝比奈正二郎、磐瀬太郎、 

 杉谷岩彦、白石浩次郎、成富安信、須田孫七、尾本惠市などのコレクションが保管 

本館 分館 

IMT 



博物館の業務 

１）収集・保存 

２）調査・研究 

３）展示 

４）教育普及活動 

１）収集・保存 



日本最古の昆虫標本（江戸末期：1830〜1844年頃） 富山藩の旗本「武蔵石寿」製作 

ゴミアシナガサシガメ（ほぼ絶滅種） 



佐々木忠次郎由来コレクション（明治〜大正期） 計約5万点 

佐々木忠次郎 

三宅恒方 



高千穂宣麿 

名和 靖 

箕作佳吉由来コレクション（明治〜大正期） 計約1万点 



加藤正世コレクション（大正〜昭和初期） 計約6万点（うちホロタイプ450点） 

朝比奈正二郎コレクション 計約1000点（満州のチョウ標本） 



五十嵐邁コレクション（昭和期） 計約8万点（主にチョウ類） 



計約10万点（あらゆる分類群を含む） 須田孫七コレクション 

尾本惠市コレクション 計約2万点（タイプ標本約50点） 



江田茂コレクション 計約10,000点（チョウ、甲虫、バッタなど） 

平山修次郎コレクション 計約120点（台湾産チョウ・ガ標本） 杉谷岩彦コレクション 



計約5000点（うちホロタイプ20点） 

白石浩次郎コレクション 成富安信コレクション 

撮影：柿沼 隆 

計約800点（迷トンボ含む国内産ほぼ全種） 



博物館の業務 

１）収集・保存 

２）調査・研究 

３）展示 

４）教育普及活動 

２）調査・研究 



第１昆虫収蔵庫の様子（毎週月曜） 

加藤正世コレクション 

尾本惠市コレクション 

五十嵐邁コレクション 

朝比奈正二郎コレクション 

佐々木忠次郎 
由来コレクション 

箕作佳吉 
由来コレクション 

（名和靖、高千穂宣麿など） 

江田茂コレクション 

磐瀬太郎・五十嵐邁 
コレクション（書籍） 

杉谷岩彦コレクション 

吉本浩 
コレクション（書籍） 

その他にポスドク、学生等が計８名 

岸田泰則 
吉田良和 

長瀬博彦 

手代木求 

原田基弘 

築山 洋 



標本目録も 

合わせて出版 

昆虫標本のデータベース化 

現在、昆虫では約8万点が登録済み 
（未出版を含む） 

基本的に日本語・英語の両方のデータベースを掲載 

伊藤泰弘博士（東大博）
がウェブ上にアップ 



ウェブサイト：日本産蝶類和名学名便覧 

• 日本産蝶類和名学名便覧 

（演者他、５名の共同研究者により作成） 

– 種名公開データベースシステム 

– ウェブサイトで公開 

– 地球規模生物多様性情報機構（GBIF) 

日本ノードの活動として作成 

– 日本昆虫学会の事業による昆虫目録の 

著者が編集・先行公開 

– 最新の日本産蝶類の学名とシノニミックリ

ストが列挙 

– 日本昆虫学会「あきつ賞」受賞（2011年） 
神保宇嗣博士（科博）が
編集、ウェブ上にアップ 



1.トップページ 2.データベース概要 

3. 種名一覧 4. 種名詳細 

共有 

目録として有償の出版 

（ウェブにない情報も盛り込む） 



イナズマチョウ属の分類と分子系統地理 

Yago et al. (2012) 



NZ-Iriomote1 (Neopithecops zalmora) 

MT-Nagano1 (Maculinea teleius) 

CebP-Philippines1  

(Cebrella penelope) 

UA-Wakayama1 (Udara albocaerulea) 

CA-Wakayama1 (Celastrina argiolus) 

CeH-Philippines1 (Celarchus hermarchus) 

CL-Laos1 (Callenya lenya) 

Bayesian analysis 
CO1 + ND5 = 1172 bp 

東京 

鈴鹿市 

標本と分子系統解析から温暖化や外来種の移動を探る 

♂ ♀ 

東京産ヤクシマルリシジミ 

温暖化による分布拡大から 

ツツジの一大産地である鈴 

鹿市に産地が到達し、その 

流通ルートにのって卵・幼虫
が東京にやってきた。 

食樹ツツジ類 

矢後ほか（2009） 



我々調査隊が約80年ぶりに再発見し、その後ブータン国王陛下が 

贈呈下さった幻の大蝶・ブータンシボリアゲハ 



ウンナンシボリアゲハの♂交尾器 

Saigusa & Lee (1982) 
ウンナンシボリアゲハ 

シナシボリアゲハ 

シボリアゲハ 

ブータンシボリアゲハ 
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３）展示 
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研究成果を発信するための効果的な展示技法が求められる 



特別展「日本の蝶」 

実物を展示しながら研究成果を公開することで、研究の

重要性、学術標本の持つ意味を広く社会に発信する 



博物館、美術館、アミューズメントパーク、空港、オフィスビル、区役所、駅、地下街、
大使館、宮殿、大学、小学校など 

モバイル・ミュージアム事業 

世界の100を超える場所で展開 

（社会的ネットワークの構築も可能） 

資料目録の出版物を置いたり、iPadを置いて検索可能としている。 



その他の教育普及活動１ 

市民参加型講演会 

博物館実習 

小学校への標本寄贈 

館内での講演 



「学術資料・標本をつくるハンズオン・ギャラリー」 毎年7〜8月に開催 （主に子供向け） 

その他の教育普及活動２ 



学芸員専修コース・・・すでに学芸員として働く方を対象とした当館のリカレント教育事業 

その他の教育普及活動３ 
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今秋の展示予定（石神井ふるさと文化館での東大博物館モバイル展示：10/1〜11/29） 


